
船舶事故等調査報告書 

平成２３年３月３１日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９函第６９号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年１０月１５日 １９時１６分ごろ 

発生場所 北海道函館市恵山岬灯台から真方位０４０°５.５海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯４１°５３.１′ 東経１４１°１５.８′） 

事故等調査の経過  平成２１年１１月２日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 第八芙蓉
ふよう

丸、４９９トン 

   １４０１７４、芙蓉海運株式会社及び独立行政法人鉄道建設・運輸

施設整備支援機構 

Ｂ 押船兼引船 わこう、１９トン 

   １３８－９９広島、日興マリンサービス株式会社 

Ｃ 台船 Ｄ－１０５、６５.０ｍ×２４.０ｍ×３.５ｍ 

   なし、宗田造船株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 一等航海士、四級海技士（航海） 

Ｂ 甲板員、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首部に破口及び凹損、球状船首に亀裂及び破口等 

Ｂ なし 

Ｃ 左舷船尾部に破口及び凹損、積荷の一部に凹損 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａ及び一等航海士Ａほか３人が乗り組み、恵山岬北東方沖

を針路約２００°（真方位、以下同じ。）、速力約１２ノット（kn）（対地速

力、以下同じ。）で航行していた。 

 一等航海士Ａは、単独で船橋当直についていたが、北海道沿岸海域及び

津軽海峡を航行した経験がなかったため、船橋内後部にある海図台で付近

の水路調査を行ったのち、振り返って右舷前方に視線を向けたところ、い

か釣り漁船の灯火に紛れて黄色灯火が見えたので、慌てて右転した。 

 Ｂ船は、船長Ｂ及び甲板員Ｂほか２人が乗り組み、Ｃ船をえい
・ ・

航してＢ

船引船列を編成し、恵山岬北東方沖を針路約１５０～１５５°、速力約８

knで航行していた。 

 甲板員Ｂは、単独で船橋当直についていた。 

 Ａ船及びＢ船引船列は、平成２１年１０月１５日１９時１６分ごろ、恵

山岬灯台から０４０°５.５Ｍ付近において、Ａ船船首部とＣ船左舷船尾部

とが衝突した。 

 Ａ船及びＢ船引船列は、それぞれ自力で北海道室蘭市室蘭港へ入港した。

 気象・海象 気象：天候 晴れ、風向 西～南西、風力 ４、視界 良好 

海象：海上平穏 

 その他の事項  Ｂ船引船列のえい
・ ・

航索の長さは、約４００ｍであった。 

分析 乗組員等の関与 Ａ あり、Ｂ 不明 



船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ なし、Ｂ 不明 

なし 

 Ａ船は、恵山岬北東方沖を南南西進中、一等航海

士Ａが、船橋内後部にある海図台に向いて水路調査

を行い、見張りを行っていなかったため、衝突直前

にＢ船引船列に気付いたものと考えられる。 

 Ｂ船引船列は、恵山岬北東方沖を南東進中、Ａ船

と衝突したものと考えられるが、船橋当直をしてい

た甲板員Ｂから情報が十分に得られなかったため、

衝突に至る状況を明らかにすることはできなかっ

た。 

原因  本事故は、夜間、恵山岬北東方沖において、Ａ船が南南西進中、Ｂ船引

船列が南東進中、Ａ船とＢ船引船列が衝突したことにより発生したものと

考えられる。 

 




